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ミサイル防衛の課題と展望(19-01) 
副題：陸上配備型イージス・システム(イージス・アショア）の問題点と対応策 
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極超音速兵器(マッハ5以上）の種類 



極・超音速巡航ミサイル・滑空弾イメージ 

X51A(米） 3M22 Zircon (露) 
Bramos II(印)  

ASM-3(日(M 3.0) 

WU-14(中） YJ-12 CM(中)(M 3.0) Vanguard(露） 

http://tokyoexpress.info/wp-content/uploads/2018/01/XASM-3_F2_Japan_JASDF_anti-ship_missile_1.jpg
https://ameblo.jp/odamaki3/image-12365642056-14163614723.html


極・超音速巡航ミサイル・滑空弾イメージ(続く) 

極超音速滑空弾(日) 

Falcon HTV-2(米) 

PL-12 AAM(中)(M 4.0~5.0) 

https://blogs.yahoo.co.jp/ddogs38/GALLERY/show_image.html?id=40501018&no=9


ミサイル防衛関連センサー(イメージ） 

SBX SPY-1D 

コブラディーン 

TPY-2 

UEWR EWR 



ミサイル防衛関連センサー(イメージ)(続く） 

DSP SBIR-GEO 

STSS 

SBIR-HEO 

J/FPS-5 SPY-6 



台湾軍の巨大レーダーEWR 

台湾で標高2,500m級の山、樂山の頂上には巨大なレーダーが立っている。 
このレーダーは、米国が米本土に向かって発射された戦略弾道ミサイルをいち早く捕捉するため
に開発した、PAVE PAWS戦略レーダーを基に作られたレーダーで、2つあるアンテナの直径は30
メートル以上。EWRとも呼ばれている。 
弾道ミサイルだけでなく、巡航ミサイル・航空機を捕捉できるように性能が変更され、探知距離
は以前、3500km以上と言われた。本レーダーの設置により台湾は米国による中国からの防衛のコ
ミットメントを確実にしたと言える。 
（ただし読売新聞が伝えるHDRの日本配備とは異質である。） 
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